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北スマ トラ Tapanuli地方における
安息香の栽培とその市場品

=ヒ
ロ 田 集 而*

Cultivation ofBenzoin･treeatTapanuli,Sumatra,
andtheCommercial Blend_Benzoin

by

ShujiYosHIDA

Thepresentarticledealswiththeobservationsmadeina丘eldsurveyina

Toba･Batak village atTapanuli,North Sumatra,concerning the cultivation of

benzoin-treesandtheprocessesofmanufacturingthecommercialblend･benzoins.

Toba-Bataksclassifythreekindsofbenzointreeaccordingtothequalityofthe

resin,i.eリHamindjontoba,Hamindjon durameand Hamindjon bulu. Hamindjon

tobaisidentiBedasSiyraxParalleloneurum Perk.,whichiscultivatedatlocations

abovelOOOm contourand producesthebestquality resin. Hamindjon durame,

which iscultivated atlowerelevation sites(ca.500-1000m),producesalower

qualitymaterial. Itcanbeidenti缶edasSiyraxbenzoinDryand. Hamindjonbulu

hasnotbeenexactlyidentified,butthemorphologyandhabitatofthetreeandthe

charactersofitsresinseem tosuggestthatitmaybeakindofnaturalyhbridof

thetwospeciesreferredtoabove.

Theresincanbeobtainedfrom thetreesof6to70yearsofage.Thequality

oftheresinisprlmarilydeterminedbythespeciesofbenzoin･tree. Theolderthe

trees,however,thelessertheamountofhighgraderesins.

Thecommercialblend-benzoinsaremanufacturedbyblendingdifferentquality

resinsinvariousproportions. Evendamar,anon-benzoinmaterial,is mixed to

fairlyhighpercentages.

Ⅰ は じ め に

安息香は,Styrax属 (Styracaceae)植物の樹幹に傷をつけて得 られる芳香性の樹脂で,香

料,化粧品,防腐剤,去疾剤,軟膏剤,および安息香酸,桂皮酸原料などに用いられる｡

安息香は,生薬市場において,スマ トラ安息香およびシャム安息香に2大別されている｡ 前
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吉田:北スマ トラTapanuli地方における安息香の裁眉とその市場請

者cJ)産 地はスマ トラ,マレーシアで,後者はラオス,ベ トナム,タイである｡

第 6改正 日本薬局方 (1951年)によれば,シャム安息香は, StyraxbenzoidesCRAIBおよ

び,S.ionkinensisCRAIBetHARTWICH か ら得 られる樹脂で,その形状は,大きさ不同の黄

褐色の偏 平または円形の頼粒で,破砕両は淡黄赤色を呈し, ワニラ様の任侠な香気を有 し,熱

すれば刺激性の蒸気を発する｡ スマ トラ安 息香 は,S.benzoinDRYAND.および S.sumatra-

nusJ.J.SMITH か ら得 られる樹脂で, その形状は, 鴇色～ 暗赤褐色,Jl不整の塊片で,新しい

破 砕i仙二は実質,回二淡靖赤色L})蝕粒を認LJ),佳快な香気/SI有す/:J｡

これ ら2種類U)安 息香のうち,スマ トラ安息香は,主にオランダ人によ,L'数多くU)研究j'/iあ

るカ＼ その栽培などに関 しては, C.vandeKoppel(1950)の報告4)に詳 しい｡ また,植物

分酢芋的研究に関 しては,C.G.G.J.VanSteenisによって詳 しく検討されている｡]7) Lか し

なから,栽培に関しては,第2次大戦前のもので現在の状況を正確に伝えているとはいいがた

い｡なお,最近のものでは,木島らによるシソガポ-ルの調査報告19)がある｡

本稿は, これ らの研究を参考にしなが ら, 北スマ トラ Tapanuli地方における, 現在の安

息香の栽培, その加工法, 市場などに関 し, 1()71年2月 1日から3月27【｣まで約2カ月間,

Tapanuli地方の Sidulang村に住み込んだ際の調査を土台として,同年5月,Bogorにおい

てまとめたものである｡

ⅠⅠ スマ トラ安息香の現在の世界市場での位置

安息香の世界最大の市場であるシンガポールでの安息香の貿易について検討する｡Table1

は,1967-1969年の最近 3年間の貿易統計である｡7) この表より,いくつかの重要な点が読み

とれる｡ すなわち,まず第 1に,安息香は東南アジア,中近兼,アフリカ,さらにはヨーロッ

パ,米国,南米にまで輸出されている文字通 り世界的な商品である｡ 特に大嵐に輸入 し,消費

している国々は,イスラム教国である｡ これ らの国々では,安息香は宗教儀礼の重要な薫香料

であ り,欠 くことのできないものである｡ 第2に,シャム安息香は現在シソガポ-ル苗場には

現われず,従来シャム安息香の輸出国であったタイ (およびベ トナム)は,安息香の輸入国で

ある｡1959年には, タイは27トンの安息香を,シンガポール, ドイツ,フランス,オランダ,

イギ リス,アメ リカに輸出していた｡6〕 現在,タイか らシソガポ-ル-の安息香の輸出はみら

れないが,シンガポールを経由せず,なおこれ らの国々に直接輸出されているかもしれない｡

シャム安息香に 関しては, 新たな資料を揃えて, 改めて検討されなければならないが, シャ

ム安息香が 世界市場においてしめるシェアが, 極めて小 さいことは 容易に 推測されるであろ

i) ○

第 3に,安息香の生産地 として,わずかではあるがインドとマレ-シアがあげられる｡ マ レ

-シア産の安息香は文献上にも記載があ り3), スマ トラ産の安息香と同様のものとして処理で
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東南アジア研究 9巻 3号

きる｡ しか し,インド産の安息香については,筆者の知る限 りではいまだ文献にその記載をみ

ない｡量的には,ほとんど問題にならないが,インド産の安息香の基原植物について,いま一

度検討してみる必要がある｡

また,この統計表の輸出入のバランスが極度に崩れている点が注 目される｡ たとえば,1969

年において,輸入はインドか ら0.03トン,西マレ-シアから3.66トン,合計3.69トンであるに

もかかわらず,輸出合計は,1,629.11トンの多量におよんでいる｡ シンガポールで,1,600ト

ン以上の安息香が,生産されているのであろうか｡実は,この統計には,安息香の大生産地で

あるインドネシアが,何故か組み入れ られていない｡このインドネシアを除いて,シソガポ-

ルに安息香を輸出できる国は,ほとんど考えられない｡そこで,次にインドネシア側の貿易統

計2)を Table2に示す｡ これは, 1967-1969年の最近 3年間の輸出に関する統計である｡*こ

の表によれば, 1969年には, インドネシアか らシンガポールに 輸出された量は, 約 250トン

で, この量を加算 しても,なおシンガポールからの安息香の輸出量は多すぎる｡1967年で輸入

量の約7倍,1968年では 8.5倍,1969年で6.4倍の安息香が輸出されている｡ この間題は,後

に改めて述べたい｡

Table2の輸出港の統計か ら, 次のことが 推測できる｡ 戦前には, パレンバ ンで年 間 約

300トンの安息香が生産されていた｡4)しか し,Tg.Priokを除 く3港は,Tapanuli地方に直

結する港で, Tapanuli地方で生産された安息香の積出し港である｡残る Tg.Priokは, イ

ンドネシアのいろいろの物資の一大集散地であるジャカルタの外港である｡ それゆえ,パ レン

バ ンの安息香も,この港から輸出されていたのかもしれない｡ しかし,短期間ではあるが,筆

者がパ レンバ ンに立寄った際,安息香をさがしたが,見出すことができなかったこと,また,

Tapanuliの安息香をとりあつかっている会社が, ジャカルタにも店をもっていることなどを

考え合わせると, たとえ Tg.Priokからパ レンバンの安息香が輸出されているとしても, そ

の量は,さほど多 くないと思われる｡ このことか ら推察して実際の生産量も,Tapanuliの安

息香に比べれば,さほど多 くあるまい｡このパレンバンの安息香に関しても,改めて調査する

必要がある｡ なお,現在のインドネシアでは,産地ごとの安息香の生産に関する統計は得がた

く, この種の統計が整備されることがまたれる｡

さて,このように,貿易統計資料を読んでゆ くと,現在の世界市場の大部分をしめる安息香

は,いわゆるスマ トラ安息香で,その生産地が,スマ トラ島の Tapanuli地方であることが明

白になってくる｡ 本稿で,特に Tapanuli地方の安息香をとりあげたのも,このような理由に

よるものである｡

*1968,1969年度版は未刊｡1968年度版は,7月に出版される予定｡1969年は,現在整理中｡ここに用いた

データは,B.P.S.(中央統計局)の御好意で書写したものである.1969年の輸出港別統計は,未整理で書
写しできなかった｡
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III Tapanuli地方の安息香の基原植物

安息香の基原植物は Styracaceae(エゴノキ科) の Siyrax属 (エゴノキ属)に属す｡ こ

の属の植物は,高木または低木で,葉は単葉,互生 し,托葉はな く,菓裏に多 くは星状毛を有

す｡ 花は白色,両性,総状または複総状をなし,頂生または骸生する｡ 花冠は5裂 し,その筒

部は考筒の中にある｡ 子房はおおむね上位, 3室｡果実は卵形または楕円形で 1- 2個の種子

がある｡ 全世界で約 214種あ り12),ヨーロッパ,アジアおよびアメ1)カの熱帯～亜熱帯,温帯

に分布する｡ 東南アジアには29種あ り1,5,10書,13,14･16,17),そのうち, スマ トラ島でこれまでに採

集されたものは,変種および品種をあわせると次の7種類である｡17)すなわち,

1.※StyraxbenzoinDRYAND.

2.HS.

3. S.

4.※S.

5. S.

6. S.

7.※S.

benzoinDRYAND.Vcr.hiliferum STEEN.

oliganihesSTEEN.

Paralleloneurum PERK.*(-S.sumairanusJ.J.SMITH.)

Paralleloneurum PERK.f.inuiilisSTEEN.

ridleyanum PERK.

serrulaium RoxB.Vcr.mOllissimum STEEN.(-S.subPaniculatum

JuNGH.& DEVR.)

※印は,樹脂を用いるとの記載のあるものを示す｡

S.ben20inDRYAND.とその変種,および S.paralleloneurum PERK.が,Tapanuli地方

の安息香の基 原植物であ り4･17), S.serrulaium uar mollissimum STEEN.ほ S.benzoin

DRYAND.とともに,パレンバ ン地方の基原植物 とされている｡9,17)

すでに述べたごとく,日本ではスマ トラ安息香の基原植物に, S.benzoinDRYAND.および

S.sumatranusJ.J.SMITH.をあてているが, この S.sumairanusJ.J.SMITH.は1931年,

VanSteenisによって S.paralleloneurum PERK.と synonym として抹殺されている｡ 諸

外国でも,すでにこの説をとりあげ,たとえば,BritishPharmacopoeiaの1948年版に,また

U.S.PharmacopeiaXV (1955)にも,S.paralleloneurusPERK.を収録 している｡**

それはさておき,筆者の住み込んでいた Sidulang村近辺, Siborongborongか ら南東に入

った Pangaribuan, および, Tarutung の南南東約 10km の Simason の3カ所で採集 し

*Ⅰ.K.には,S.paralleloneurusPERK.と記載されている｡現在においても,多くはこの名称を採用して
いるが,VanSteenisは S.paralleloneurumPERK.と変更した.学名の命名法に従えば,VanSteenis
の変更は妥当である故に,筆者は,S.paralleloneurumPERK.をとった｡これに関しては,京都大学理
学部植物学教室の鳴橋直弘氏ほかに御教示いただいた｡
**1948年の BritishPharmacopoeiaでは,S･baralleloneurusBRANS.をあげているが,この種は,I･K･に
もみられず,S.paralleloneurusPERK.の誤りであろう｡正確には,S･paralleloneurumPERK･をとりあ
げているとはいいがたいが,S.sumatranusJ.J.SMITH.をとりあげていないのでここにあげた.
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た安息香樹,および,各地で観察 した安息香樹は3種類に分別できた｡

第 1は, 栽培民, Toba-Batak族によって Hamindjontoba(または dolok)*とよばれて

いる｡ 商品価値の高い乳白色の樹脂を産する樹木で, 高さ 10-∑om,胸高直径 10-30cm,

樹皮は灰褐色｡葉は長卵形で,先端はとが り,多くは,長さ 12cm,幅 5cm｡ 菓裏は, うす

い綿毛におおわれ,おしつけられたような,星状毛を有す｡葉脈は明瞭で,6-8対｡葉柄は

7-15mm｡総状花序で長さ 2-11cm｡ 花は白色で長さ 4- 6mm｡ 果実は長卵形で長さ

2.5cm,径 2cm ぐらい｡長さ 8-20cm のね じれ た ラセ ソ状 の細 長 い ゴールをつける

〔Fig.1〕｡

Fig.1BarkgallofStyrax
Paralleloneurum PERK.
(UiiBull.Fard.Bot.Bui･
ten20rgSer.ZZZ,Vol.ZV,
livr.2,少.156,1929)

Fig.2 BarkgallofS.benzoinDRYAND.,×7/8.
(FloraMalesiana,Ser.1,Vol.42,p.52,1949)

第 2は, Hamindjondurame とよばれるもので, 赤黒褐色の商品 価値の低い樹脂を産する

樹木で,高さ 10-30m,胸高直径 10-60cm｡ 樹皮は赤味を帯びた褐色｡ 葉は卵形か ら長卵

形,先端はとがる｡ 長 さ 8-13cm｡ 幅 3- 5cm｡葉柄は5-13mm｡菓裏は, ウール状の

白い綿毛におおわれ,星状毛を有す｡葉脈は,7-13対｡総状花序で長さ 6-11cmo 花は白

色で長さ約 1cm｡ 果実は,押 しつけ られた球形で高さ 2cm, 幅 2.5cm｡ 短い-ラ状のゴ

ールをつける 〔Fig.2〕 ｡

第 3は,Hamindjonbulu と呼ばれる,光沢のある白色の商品価値としては中位の樹脂を産

*以上,本稿で用いる植物名,樹脂名,道具名,地名などのうち,アルファベットで書かれたものは,現地
で採集した言葉をそのまま書き出したもので,そのつづりほ,そのつど現地で確認したものである｡
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す る樹木で,高 さ 10-25m,胸高直径 10-50cm｡葉は卵形か ら長卵形,先端はとがる｡ 長

さ 10cm,幅 6cm,葉柄は約 10mm｡菓裏は,Hamindjondurame よりもやや うすい綿毛

におおわれてお り,押 しつけ られた星状毛を有す｡ 葉脈は7-8対｡総状花序で 3-11cm｡

花は白色,長 さ 10-12mm｡果実は前述の2種よりも大 きく,高 さ 2.5cm,幅 3cm｡

Herbarium Bogorienseの膳菓標本を参照 し, 主に vanSteenisの分芙削こしたがって, こ

れ ら3種を検討 した｡ 第 1の Hamindjon tobaは, S.paralleloneurum PERK.に, 第 2

の Hamindjondurameは S.benzoinDRYANI).に一致 した｡ 第 3の Iiamindjonbuluは,

S.benzoinvcr.hiliferum STEEN.に,近い種であった｡

S.oliganthesSTEEN.はスマ トラ島東岸で一度だけ採集された種で,33m に達す る高木｡

成案の裏面に,茶色の星状毛ないしは鱗毛を欠いていること17)か ら, これ ら3種 とは区別でき

る｡S.serrulatumvcr.mollissimumSTEEN.とは,花弁が綿毛におおわれてお り,覆瓦状で,

ゴ-ルがサ ンゴ状であることなど17)より区別 され る｡S.benzoinDRYAND.と S.ridleyanum

PERK.ほ非常に よく似かよっているが,S.ridleyanum PERK.は, 花序が葉 よりも長 く, 若

い小枝が暗褐色で,小花硬が長 く 4- 9mm,花弁の内側にまば らに軟毛があ り,柱頭が大 き

く,3浅列でその厚 さが花柱の厚 さの3倍あることなど17)より, S.benzoinDRYAND.と区別

闇風川川川

Fig.3 FruitsandseedsofMalaysianSiyrax.
Upperrow from lefttoright:St.serrulaium
RoxB.Vcr.mOllissimumSTERN.,St.serrulatum
RoxB.Vcr.rugOSum STEEN., St.oliganthes
STERN.,Si.agresie(LoUR.)G.DoN,St.croio･
noidesCLARKE.Secondrow:twoformsofSt.
♪aralleloneurumPERK.,Withseed.Thirdrow:
St.benzoinDRYAND.,right:aseedofSt.ben20in
DRYANI).Vcr.hiliferum STEEN" Showing the
largehilum,×%.
(FloraMalesiana,Sel.1,Vol.42,p.51,1949)

428

できる｡ また,S.paralleloneurumPERK.と,

S.benzoinDRYAND.とは, 樹皮の色, ゴ ー

ルの形状,果実,種子の形態,菓裏の綿毛の

厚さ,星状毛などにより,明瞭に区別できる｡

VanSteenis によれば,S.benzoinvcr.

hiliferum STEEN.は,S.benzoinDRYAND.

Fig.4 Brownstellate
hairsofb.Si.benzoin
DRYAND.,andc.scales
ofSt.paralleloneuru桝
PERKリ×160.
(Floramdlesiana,Sell
1,Vol.42,p.52,1949)

の種子 よりも大 き

く高 さ 15mm,

幅 19mm である

のに対 して高さ17

-18, 幅 20-24

cm で,光沢のな

い薄茶色の種被に

対 して,暗褐色で

あること,および

- ソが大 きく,檀

径 3-6cm であ

るに対 して,直径
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Photo.I Flowersofhamindjonbulu

(atPangarilJuan)

10- 12mm あることか ら, S.benzoin
Photo.2 Fruitsofhamindjonbulu

(atPangaribuan)

DRYAND.と区別している｡17)

しかしながら,筆者の採集した標本では,vanSteenisの強調するほど-ソ部は大きくなく,

6-10mm ほどであった｡ 種被の色は S.benzoinDRYAND.に近い光沢のない薄茶色を皇 し

ていた｡種被の色は重要な形質とはなりにくいと考えられる｡

しかし,この植物の種子は S.benzoinZ)ar.hilifeyumSTEEN.と同様に,著 しく大きく, こ

の植物の一つの大きな特徴である｡ また,葉裏の綿毛は S.benzoinDRYAND.よりもうす く,

葉脈は,より明瞭であ り,S.Paralleloneurum PERK.にみられる,おしつけられたような星

状毛がある. 二次生産物である樹脂を, 分類に導入すれば,S.benzoinDRYAND.および S.

Paralleloneurum PERK.と明確に区別できる｡ 後に述べるごとく, S.benzoinDRYAND.の

樹脂は,Cinnamicacidを全 く含まず,BenzoicacidLr)ふて,S.paralleloneurum PERK.の

樹脂は,Cinnamicacidを多く/含み,そのJiか ら34量の Benzoicacidを含んでいる｡ この植

物の樹 脂は,Benzoicacidを多くふ くみ,そのyt量の Cinnamicacidを合んでいる｡ また,

分布のIIiで述べるよr)に, この植物は S.benzoinDRYAND.と, S.paralleloneurum PERK.

の `̀柚'/Jlけりされている,その中間部に特異的に7,言)れる [Table3〕｡

筆者は,こu)植物を,S.benzoinDRYAND.と, S.paralleloneurum PERK.の自然交配に

よってできた雑種ではないかと考えている｡ さきにあげた請形態,樹脂の分析値,その分布な

どは,雑種説によってうまく説明することができる｡

VanSteenisの記載によれば,S.paralleloneurumf.inuiilisSTEEN.は,葉の裏面を明る

い茶色の綿毛におおわれ, 鱗毛ないしは 星状毛は少なく, 葉の表面が 茶色を呈 していること

より,品種としている｡ この品種は,Tapanuli地方で一度だけ採集されたことがあ り,その

土名を Hamindjonbulu という｡ この土名は, 先に述べたごとく, S.benzoinDRYAND.と

S.paralleloneurumPERK.との日然交配によ-'てできた雑種と考えられる植物と同名である｡
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Table3 Comparisonofhamindjontoba,hamindjonbuluandhamindjondurame

iiia

Hairofleef

Fruit

Seed

Colorofbark

Gall

Habitat

Charactaristicofresin

Chemicalanalysisofresin

Thin,pressedstellatehair

Ovate･globose,ca.2.5×2cm

Brimmedhilum,ovate･globose,
ca.18×15mm hilum 3-7mm

Ashydark･brown

Spirallytwistedsack-gall

1,600-1,000malt.

Milk･white,losemucosity

Cinnamicacid;30.58%
Benzoicacid;ll.48%

Relativelythick,pressedand
appressedstellatehair

Depressedglobose,
ca.2.5×3cm

Edgeofhilum issmooth,
subglobose,
ca.17×22mm hilum 6-10mm

Rebbishdark.brown

Ca.1,000m aユt.

Lustrouswhite,losemucosity

CinnapicacidI,5･92%
BenzoICacid;30.29%

Ratherthickwoolly,appressed
stellatehair

Depressedglobose,
ca.2×2.5cm

Edgeofhilum issmooth,sub･
globose,
ca.15×19mm hilum 3-6mm

Wine･reddishbrown

Spatulatesack･goll

11,0001500m alt.

Lim pid w hitebutchange to
reddishdark-brown,continue
mucosity

Cinnapicacid;0%
BenzoICacid;27.60%

暴
動
7
℃
7

望
醤

9
醇

3
亜
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安息香によって生計をたてている栽培民にとっ

て,安息香樹は非常に重要なものであり,その

土名で明確に区別し,管理 している｡ 彼らが土

名を振乱したり,誤ることはまず考えにくい｡

VanSteenisによれば, この植物の樹脂は価値

がないとしており,筆者の調査とくい違いをみ

せる｡ 一方,その形態の特徴としている葉裏の

綿毛の色は,まだ若い葉においては一様に茶色

を望し,重要な特徴とは思われない｡また , 莱

の表面が茶色であるという記載の意味も明確で

なく,vanSteenisに,何 らかの混乱があ-)た

と思われる｡

ⅠⅤ 安息香の分布とその環境

安息香樹が好んで栽培されるのは中腹から山

頂にかけて,特に尾根筋が多い｡これら山中の

土壌は砂壌土ないし壌土で,排水不良な土地は

一般にさけられる｡ 谷の両側に植えられていた

安息香樹をみたが,これ らは一般に貧弱な樹木

であった｡山の上部に植えられるのは,種々の

要因が考えられるが,主にこの排水の問題であ

りもう一つは後に述べる気温の問題であろう｡

山中で栽培されている安息香樹は,ほほ純林

Photo.3 ForestoEbenzoin･tree

(atDolokSinluring)
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状で植えられており,いろいろの樹齢の樹々が混じっている｡ 樹 々の間隔は, 3-5mで地形

により広がったり狭まったりしている｡ ゴム林などのように整然と植えられているのとは,ほ

ど遠いが,樹々の間隔ははば均等である｡ この栽培林の林内照度は,おおよそ15-20%で,日

本のヒノキ林の4-6%11)と比較してもわかるように,非常に明るい｡10年以上経過 した栽培

林では,一般に下草はほとんどみられず,安息香樹の落葉が地表をしきつめている｡ この落葉

の下は, 1-3cm の黒色の腐植土,その下は, 赤味を帯びた砂壌土ないし壌土であった｡

Tapanuli地方各地の 降雨量を Table4にかかげる｡4) この地方の年間降雨量は, 1800～

35(氾mm である｡ 地区により,多少はずれるが,だいたい3-4月,および10-12月が雨期

で,後者のほうが降雨量が多い｡

安息香樹の花は,同様に地区によってずれるが, 6-7月の乾期に咲く｡ 安息香樹の花は,

一度に咲きそろうことはまれで,時には,果実の完熟期にさえ花をつける樹々もある｡ 9-12

月の雨期の間,果実は熟しつづけ, 1-2月頃の落葉期に,果実も落ちる｡

気温に関する資料を入手していないが,おおよそ 18-24oCであろう (Sidulang村において

の実測値)｡ 筆者の観察によれば, Hamindjontobaすなわち, S.paralleloneurum PERK.

ほ標高 1000-1600m,Hamindjondurameすなわち S.benzoinDRYAND.は標高500-1000

m に植えられており,種による "植分け"が行なわれている｡ Hamindjonbuluは, 1000m

付近にわずかに見られる｡S.benzoinDRYAND.は,商品価値の低い樹脂しか 産しないので,

S.paralleloneurum PERK.の植えつけられる場所に植えられることはまずない｡500m 以下

ではゴム林が安息香林にとってかわ り,ここにも "植分げ 'がみられる｡ この "植分げ 'を成

立させている要困はいろいろあるが,安息香樹の側からいえば,樹脂の生産量が落ちるのが一

つの要因であろう｡ S.paralleloneurum PERK.ほ 1600m をこえると生育が悪く, 同時に

樹脂の収率も悪 くなってくる｡

Fig.5に,安息香樹の栽培地を示す｡ 南限は, 実際に確かめたが, 他は栽培民および安息

香の業者からの情報および, 次にかかげる Tapanuli地方の地域別の統計表8) Table5をも

とにして作製 した｡ この図に示した通 り, 多 くは 1000m 以上の山中で 栽培されている｡ ま

た,その地域はいわゆる Toba-Batak地域内にほぼかざられている｡

Table5から, Tapanuli地方では,年間およそ 2500トンの安息香が生産されている｡ こ

のうち, 10%弱の安息香が, シンガポールに輸出されているにすぎない｡ 安息香の多くは,

Tapanuli地方より中部ジャワに送られている｡ 安息香の最大の市場は,実はインドネシアで

あった｡また,その生産は,Toba湖の南西部,Humbang地区が特に多 く,ついで Tarutung

を中心とした Silindung地区,そして,Toba湖の南東部,Toba地区では,130トンほど生

産されているにすぎない｡
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Table5 Areacultivatedbenzoin･tree,production

andhouseholdbybenzoin:Tapanuli,1968

District/Village

(A) DISTRICTSILIND UNG

l.Tarutung

2.Sipoholon

3.Sipahutar

4.Pangaribuan

5.Garoga

6.PaneDjulu

7.PahaeDjae

8.Adiankoting

Total(A)

(B) DISTRICTTOBA

l.Balige

2.Laguboti

3.Lumbandjulu

4.Parsoburan

Total(B)
(C ) DISTRICTHUMBANG

l.Parmonangar

2.Dlk.Sangga1

3.OmanGandjang

4.Pakkat

5.Parlilitan

Total(C)

TotalA/B/C

Cultivation
area(ha)

120

60

94

676

168

926

50

140

2,234

0

0

0

0

0

2

6

1

7

6

2

3

Production(Kg)

Actual l Potencial

57,600

28,800

45,120

324,480

80,640

444,480

24,000

67,200

1,072,320

9,600

28,800

4,800

129,600

172,800

1,562,400

2,496,240

1,012,800

220,800

633,600

4,800

211,200

2,083,200

Numberof
household
bybenzoin

5

0

4

4

1

8

5

5

2

8

5

0

1

6

0

0

8

1

2

1

2

7

2

8

1

2

82

0

5

0

5

0

6

2

3

2

4

2

2

5

1,582

690

990

15

510

3,787

Source:RisetPanitiaChususDPRDIGRKabupatenTapanuliUtara.

Ⅴ 栽 培 と 収 穫

1.植付けから伐採まで

安息香樹の植付けには,2種の方法がある｡ まず,種子から植付けられる方法は次のとおり

である｡ 安息香樹の落葉期頃, 1- 2月に果実を採集する｡ 完熟した果実は, 高さ 2.5cm,

幅 2cm ぐらいで (S.paralleloneurumPERK.の場合),植付ける前に, 厚くて固い果皮を

むいておく｡ 普通果実中には1個の種子があり,高さ 1.8cm,幅 1.5cm ほどである｡ これ

を直接,山中の栽培地に植える｡ 労力をはぶ くために,苗床はつくらない｡また,栽培地の地
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ならLなどもいっさい行なわない｡ 3-4m 間隔に浅い穴を掘 り, 4-5個の種子を,その

穴にうめこむ｡地ならしをしないのは, 労力をはぶ くほかに, 木々によって日影ができ, 逮
度の湿度と光を種子にあたえ,発芽をうながすためでもあ り,発芽後の生長をお くらせる雑草

の繁茂するのを防 ぐためである｡ 約6カ月後に発芽する｡ だいたい四つ葉ぐらいに生長 した頃

に,もっとも生育のよいものを残して, 他はつみとられる｡ 播種後, 2年ほどで, 2m ほど

の高さに生長する｡ この頃に,他の木々を伐採する｡ 下草があれば,下草もか りとる｡ 6年後

で, 高さ5-6m,胸高直径 10cm ぐらいになり, 樹脂の採集が可能になる｡ この頃まで,

年1回,下草刈が行なわれる｡

他の方法は,自然にできた実生を移柚する方法である｡ まだ若い栽培林では,実生はほとん

どみられないが,すでに15年以上たった栽培林中では,時折み られる｡ 実生が四つ葉以上に生 ･

長した後,土とともに移植される｡ この場合,多くは栽培林中の,間隔のあいている場所,ち

しくは,栽培林の周辺部に植付けられる｡ 栽培林中に植付けられたものは,その後一切の手入

れを必要としない｡周辺部に植付けられたものは,種子の場合と同様の手入れをうける｡ 栽培

林の手入れは,実生の移植や,下草刈 りを除いて,施肥,文枝刈 りなどの他の手入れは行なわ

れない｡できるだけ労力や金のかか らない方法がとられている｡

樹脂の採集は6年目から可能になるが,その量は多 くない｡10年 日をすぎた頃より収穫が増

大する｡ まだ若樹の10-20午口が,量的 ･質的に最良の樹脂を生産する｡30年 目をすぎると,

良質の樹脂の量が減少し,全体としての量も低下 しはじめる｡ 一般に70年 ぐらいまで採集でき

る｡ 時には,それ以上の老樹か ら採集することもある｡ 老樹になるまでに枯死する樹は,まれ

である｡

樹脂の生産の落ちた老樹は,新 しい若樹に変えられる｡ すでに老樹になると,その木のまわ

りに実生ができている場令が多い｡もし実生がなければ,老樹間に移植される｡ これ らの実生

が 6年 日ぐらいの若樹に生成したとき,すなわち,樹脂の採集が可能になったとき,胸高の位

置で,老樹の樹皮を,幅 50cm で, ぐるりとひとまわ り切 りとる｡ 樹皮をはがれた老樹は徐

々に枯死する｡ すっか り葉が枯れ落ちた後に, 切 りたおす｡ 老樹を徐々に枯死させるのは,

若樹に徐々に強い光がさし,その生育に悪い影響を与えないようにするためである｡

2.タッピングおよび収穫法

Tapanuliの各地で気候が少 しずつ異なるのに応 じ, タッピングおよび収穫の時期も少 しず

つ異なっている｡ そこで,まず Sidulang村の場合を例にして述べる｡

安息香樹の花は,ここでは, 8-9月頃に咲 く｡ 開花期のすぎた9-10月,主に10月頃にタ

ッピングが行なわれる｡ 安息香樹の一一本一本を見ながら,その果実が小指の先ほどの大きさに

生長した樹を選び,タッピングしてゆ く｡

まず,"Gurisu"と呼ばれる0字形の円筒の両側に刃のついた道具で, 樹皮の表面について
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Photo.4 Toolsfortapplngandgathering

Upper:Gurisu
Middle:PisoAmbir

Lower:Sugi

いる付着物や汚れをかきとる｡ これは,樹脂の採集

時に,ごみや不純物が混入するのをさけるためであ

Photo.5 TrunkofSiyraxParal-

leloneurum PERK.Woundsby
tapplngareSetinstraightrow.

(atDolokSimuring)
る｡ 次に "Sugi" と呼ばれる, ノミのような道具

で,材部を傷つけないように,樹皮部いっぱいに,

たてむけに打ちこむ｡ そして, 水平方向にたおして, 樹皮と材の間に間隙をつくり, HSugiH

を抜 く｡"Sugi"の柄の部分で, うちこみ部の上をたたき, 間隙をふさぐ｡ このようにして,

50-60cm の間隔で,地上からす ぐ上の樹幹か ら,樹冠の中頃まで,ほぼ直線上にタッピング

してゆく｡ 胸高直径 20cm ぐらいの15年目の樹では,10cm ほどの間隔で5-6列のタッピ

ングされた列が上か ら下にならぶ｡このとき,かつてタッピングされた傷口は使用されず,料

脂の採集時にできた切 り口のまだいえていない近 くはさけられる｡ タッピングは,一般に,全

く新しい部分か,すでにいえた傷 口のす ぐ下になされる｡

タッピング後, 1週間目ぐらいから,透明な黄色の樹脂が惨出しはじめる｡ タッピング後,

3カ月間は,そのまま放置される｡ Sidulang村では, 1月頃から樹脂の採集がはじまる｡ こ

の頃には,樹脂は乾燥しており,樹皮と材の問は乳白色の樹脂がしめ,樹皮のさけ日からやや

黄色を帯びた樹脂がふき出し凝固している｡ さらに流れ出し回った,やや透明な赤茶色の樹脂

が樹皮にこびりついている｡(S.paralleloneurum PERK.の場合)｡これ らを,HPisoAmbir日

と呼ばれるナイフ様の道具で, 樹皮とともに切 りとる｡ この切 り口は, ほぼ六角形を皇する

〔Photo6〕｡ただし,流れ出した樹脂は けず りとられる｡ このときにできた六角形 の傷 口か

ら,さらに樹脂が惨出してくる｡ この樹脂は,黄色から赤褐色のやや透明な樹月旨を主体とした

ものである｡ 第1回目の採集後, 2-3カ月たった頃に第2回目の採集を行ない,この樹脂を
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Photo.6 Gatheringby''pisoambir".Scaf･

foldinglSSetathigherpartbybarandrope.

(atDolokSimuring)

採集する｡ これ らの採集は,安息香樹の落葉期

である4月頃までつづけられる｡

Sidulang 村より南方にある Pangaribuan,

Pangaloanでは,この時期が少しずれる｡すな

わち,花は6-7月に咲き,タッピングは7-

8月頃に行なわれる｡ そ して,ll-12月頃に第

1回目の収穫を行ない, 1-2月頃に第2回LI

c))収穫を行な う｡Pangaloanでは,さらに第L'う

同 ｢】の収穫を行なう｡ この時に採集される樹脂

は,赤味をおびた商品価値としては低級の樹脂

であ 7J ｡

こうして採集された樹脂は,栽培林中 ソ)出造

り小屋には二はjt,商品価値にLたが-,て四つ

に分けられる｡ 樹皮と材の問に凝固していた乳

白色の比較的大きい 板状の塊 (大きさ約 6×4

×1cm)を,樹皮よりはがして,別に集める｡

これを Pertakhamindjon と呼ぶ〔Photo7〕｡

樹皮の外側にふき出していた黄味をおびた樹脂

を中心に, Pertakhamindjon の小粒の砕片も加えて, 別に集められる｡これを Sidukkapi

と呼ぶ 〔Photo8〕｡ 切 り口より流れ出していた赤茶色のやや透明な樹脂 も別に分けられる｡こ

れを Tahirという 〔Photo9〕｡ 最後に,Pertakhamindjonをとった残 りが樹皮にまだこび

亨5 1点 け は 19

Photo.7 Pertakhamindjon
ormatakasar Pl10tO.8 Sidukkapi Pl10tO.9 Tahir
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りついてお り,これを `̀Pisoambir"でか

きとる｡ これを Letjetと呼ぶ｡

第 2回日に採集される黄色から赤褐色の

樹脂は,Tahirまたは Djururと呼ばれる｡

Pangaloan の第 3回目の樹脂は, Taler

mangurisと呼ばれている｡ なお Letjetを

とった残 りの樹皮は,普通,使用されない｡

これまで,述べてきたのは,Hamindjon

toba,す な わ ち, S.paralleloneurum Photo.10 Djurur

PERK.の場合であった｡他の場合も,その

タッピング法,収穫法は同様であるが,生産される樹脂が異なる｡ Hamindjondurame,すな

わち S･benzoinDRYAND･からは,赤黒褐色の容易に乾燥しない樹脂がえられ,これを一括 し

て,Djururとい う 〔PhotolO〕｡ Hamindjonbuluか ら得られる樹脂は,光沢のある白色の樹

脂を主体とし,赤褐色の樹脂が混ざる｡ この白色の樹脂は,Sidukkapiに加えられ,他の樹脂

は,Djururに組みこまれる｡

こうした分け方は,場所により多少ことなる｡ たとえば,Hamindjondurameの樹脂を,

Parung,Longkap,Djururに分けることもある｡ しかし,これは, 仲買人または安息香の工

場の購入法と関係 しているらしい｡

ⅤⅠ 衷息香の流通と工場および混成安息香*

1.安息香の仲買人

Sidulang村の場合,隣村の SintongMarnipi村に安息香の仲買人の店が 3軒あ り, 彼 ら

によって買い集められ,P.Siantarに運ばれてゆく｡ これ ら3軒の年間の取引き量は,300kg,

600kg,2100kgで総取引量は SintongMarnipi村一帯で 4000kgほどになる｡

SintongMarnipi村での分け方とその価格は,次のとお りである｡

1. Matagadang(また は kasar)Rp.1000/kg

2. Sanpulang 600

3. Djurur 300

4. Letjet 200

*ダマールなどの他種類の樹脂を混入してつくられた安息香,すなわち "いわゆるスマトラ安息香日のこと

を混成安息香と呼ぶことにする｡これは,種々の樹脂および種々の等級品が混合されてできた安息香であ
ることを明確にするとともに,スマトラ安息香の名をこれまで述べてきたような未加工の安息香にあてる

ことによって,シャム安息香と同等にとりあつかえると同時に,ボルネオ安息香,インド安息香の名も同

等の意味をもってとりあつかえる利点があるからである｡
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?3 ;4 1る け ほ 19 2i

Photo.ll Kulit

Matagadangは Pertakhamilldjonと

一致 し,Sanpulangは Sidukkapi,Letjet

は Letjetに一致する｡Djururは,Tahir

および 2回日に採集された樹脂,S.benzoin

DRYAND.の樹脂よI)なる.Letjet,Djurur

には樹皮の混入 しているものが多い｡また

二′巨以外に kulit,すなわち樹皮が集められ

ていた 〔Photoll〕｡ ここでは商品価値が

ほとんどなく,売買の対称になっていない｡

他の村々でも,ほほ 同様 の仲IT_717人がお

り,樹脂をまとめて,Tarutung,Siborongborong,P.Siantarなどに運んでいる｡

2.安息香の分け方と混合比率

工場にはこびこまれた樹脂は,加工されて一般市場に送 り出される｡

工場内で,まず新たに分類 しなおされる｡ 1例を上げると,次のとおりである｡

SpecialA,SpecialB,SpecialC 購入量 30ton/year

Matakarar,Matahalus 100

Abukasar,Abuterbang 50

Djurur,Tahir,Kulit 2()

Table6 Grade,thechangeofbenzoin-nameofeachgradeandtheseoriginalplants

Grade

1st Pertak Matagadang

hamindjon (Matakasar)

2md Sidukkapi

3rd Tahir

Djurur

Sanpulang

(Katjang)

Djurur

4th Letjet Letjet

5th Kulit

H.T.:Hamindjontoba-S.paralleloneurum Perk.
H.ち.:Hamindjonbulu

H.D.:Ilamindjondurame-S.benzoinDryand.

Fact｡ry もH.T.

SpecialA
SpecialB
SpecialC

Matakasar

Mataharus

Tahir

Djurur

Abukasar

Abuterbang

Kulit

H.B. H.D.

439



東南アジア研究 9巻 3号

この工場の Special群は,SintongMarnipi村の Matagadangをふるいにかけて, その

大 きさで分けたものであ り,Matakasar,Matahalusも,Sanpulangをふるいにかけて大 き

さで分けたものである｡ Abukasar,Abuterbangは,前 2者の粉末分と Letjetを合わせ,

ふるいにかけて分けたものである｡ Djurur,Tahir,Kulitとは, SintongMarnipiのそれぞ

れと一致する｡ これ らを Table6に整理 した｡

分類された樹脂は,いろいろに組み合わされて商品を造る｡ この工場の場合,主に次の6種

の混成安息香を製造 している｡

(商 標)

1. Specia1 20kg木箱づめ

SpecialA:SpecialB:SpecialC-3:5:12

2. Matahari 20kg木箱づめ

Matakasar:Matahalus=2:17

3. BintangTiga 30kg木箱づめ

Matakasar:Matahalus:Abuterbang:Djurur:Damarkasar:Damarabu-2

% :9:6:6:2:4%

4. BintangDua 32kg木箱づめ

Matakasar:Matahalus:Abuterbang:Djurur:Damarkasar:Damarabu-1:

7:4:9:3:8

5. DewiSri

Djurur:Tahir-1:1

6. Kulit 混合されず,これのみで売買される｡

この段階で特に注 目され るのは, ダマールの混入である｡ Damarkasar〔Photo.12〕は 1-

Photo.12 Damarpetih

440

2cm くらいの球形で,Damarabu はそ

の粉末 である｡ このダマールは, Dalllar

petih.と呼ばれ,ダマールの中では高臥 TIJ

であるが,質的には全 くことなり,その商

品価値は,安息香にははるかにおよばない

(Rp.60/kg)｡ ダマールの混入の説明に,

二つの理由が考えられる｡ すなわち, ダマ

ールは混成安息香の接着剤,または増量剤

である｡ 前者の理由は,後者のいいわけ ら

しく,おそ らくは単なる増量剤であろう｡
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再分類は, どの工場でも行な うが, その分け方および名称は, 少しずつ異なっている｡ ま

た,混成安息香を造る際の混合比率も,工場により異なる｡

正確さは,先の例より落ちるが,いくつかの工場の例を次にかかげる｡

例 1.A (B)

Matakasar25% (25),Matahalus3()形 (30),Mabaabu+Djurur30% (25),

Damar15% (2())

例 2.

Matakasar20%,Matatjampur(Matahitam)*40%,Abu**40%

*すでに種々の安息香が混合されている. ヰ*安息香の粉末と,Damarの粉末の混合物｡

例3.

Matapetihlo劣,Matapetihhaluslo劣,Matahitam 30%,Abu+Damar50%

このように,いろいろの名称で,いろいろの比率で混成安息香が造 られている｡ ある工場で

は,Atjeh地方で採集されるDamarhitam

もつかわれているようであ-)た〔PI10tO13〕｡

次にシソガポ-ルの混成安息香の比率を

いくつか例示する｡

例4.

Matabesar20%,MataNo.230.%,

Mataabu30%,Djurur15%,Damar

15%

例5. Pl10tO.13 Damarhitam

Kemenjan20%,Kemenjanabu40%,Gum damar30%,Damarbatul0%,

例6.

Damar85%,Mata15%,

例 7.

Kemenjan10%,Gum damar40%,Damarbatu30%,Damarhitam 20.%

例8.

Damarbatu30%,Damar40%,Gtlm damar30%

それぞれの相対的な価格は,例8を1とすると,

例 4:6,例 5:4,例6:1.4,例9:1.2,例8:1

例 6, 7, 8は,ダマールの混合率が,85%,90%, 100%と非常に高い｡ 例 8ほ,ダマ-

ルそのものである｡ 例8は,工場では安息香とよんでおらず,ダマールと称している｡ しかし

市場では,これ も安息香として売 られていたので,この中に加えた｡例 4, 5はその製造量は
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Photo.14 Blend-benzoin,
left:higherquality,Damar15%

right:lowerquality,DamarlOO%

非常に少なく,多 くは,例6-8である｡

このように大量のダマ-ルが混入されるた

め,シンガポールの安息香の輸出量が輸入

量の6倍以上という奇妙な現象が起こるの

である｡ 貿易統計上の単 純 計 算 を行なえ

ば,シンガポールから輸出される安息香の

80%以上がダマールであることになる｡ し

か し,インドネシアからシンガポールへの

輸出量には,やや疑問があり,統計もれの

量が,さらに加算されると思われるので,

その値はもう少し下がるであろう｡

また,Tapanuli地方の混成安息香は,国外向けはダマールの混合率が高 く (20-60%),国

内向けは比較的低い (10-30%)｡

混成安息香の製法,特にその混合率は,商業上の機密事項に属するらしく,工場内の見学さ

えも難しかった｡混合比率はさらに調査 しがたく,そのため,ここにあげた比率も明確さを欠

いている｡ しかし,おおよその傾向は把握できるであろう｡

すでに述べたごとく,工場ごとに樹脂の分析法が少しずつことなり,その混合率もことなる

とすれば,実際に市場に出回っている混成安息香は,10種や20種にとどまらず,おそらくは,

100種類を越えていると思われる｡ さらに,

その混合率自体,恒常的なものとは考えら

れず,常に変動する可能性をはらんでいる｡

シソガポールの混成安息香に混合される

ダマ-ルの中で,特 に 注 目されるのは,

Damarbatuである 〔Photo15〕｡ 安息香

の混合率の低い混成安息香中の 乳 白色 の

樹脂は, ほとんど Damarbatuであり,

Photo14 の右側の安息香の乳白色の部分
Photo.15 Damarbatu

がそれである｡ この Damarbatuを用い

ることによってはじめて安息香の混合率の低い混成安息香がつ くれるようになった｡

3.混成安息香の製造法

塊状のダマールなど,あらかじめ粉末とするものは,粉末にしておき,その工場の分け方に

したがって分類される｡ 安息香,ダマ-ル (時にはコパ-ルが使われることもあるらしい)を

適当な比率にまぜあわせ,いくつかの組合せをつ くっておく｡ これ らの樹脂は一度温水で洗浄
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し, ゴミをとり除いておくと同時に,やわらか くする｡ 時には,この過程が省略される｡ 次に

綿布またはアンベラを内側にしきつめた 2段組の木箱に,この樹脂をつめこんでゆ く｡ まぜあ

わされた安息香と粒状のダマ-ルとを交互に, 7- 8層の層状につめる｡ こうして,上段の箱

の% ぐらいの規定量まで目分量でつめた後,熱湯をかけ,おとしぶたをかぶせてその上に人間

がのり,圧力をかける 〔Photo16〕｡ 充分に踏み固め られた後, 上段の箱を除いて布を上面に

きれいにかけなおす｡ その際, はみ出している樹脂は, 中央部にもどすように, 手で整形す

る｡この箱をつみあげ,セメント製の重しをかけて固めるoあるいは,足で踏み固めたり,-_TrlI

Photo.16 Settingdrop-lidandpressingby
weightofman.
(atP.Siantar)

Lをかけるかl)ト‖こ,圧搾機を用いて1佃

ずつプレスする方法もある｡ このようにし

て,LF力をかけ固められた樹脂は,ふた,Ii-釘

づ廿し,商標をす りこんで 最 終 製 品と′71

る｡

この加工技術はイスラム教系のアラビア

人によって伝えられた｡ もともとこの技術

は乳香や没薬の加工法として,古代からイ

ンドで発達していたものである｡14世紀に

なって,安息香の商品価値が見出され,乳

香の高級晶として,アラビア人によ一)てあ

つかわれはじめた｡このときは乳香の加工法をそのまま安息香の加工に用い, 西南アジアやイ

ンドの樹脂を混合 して,商品をつ くり上げていた｡18) そして,現代にいたるまでほ(引司様の技

術で,混成安息香をつ くりつづけてきているのである｡

シャム安息香は7ラビア人の影響をうけず,この技術は伝わらなかった｡現在においても,

かつてと同様,未加工の安息香が市場に出てくる｡

こうした長い歴史をもつ 混成安息香の製造法および 商業は, 一朝一夕に変わるもので日ソ〔

い｡今後 もこの方法でいろいろの混成安息香がつ くりつづけ ら,lL,.て)であろう｡ それ故に,スマ

トラ安息香の晶質を定めることは今後とも難 しいと思))jtZ)｡

ⅤⅠⅠ 化学組成について

Table7は, P.H.Brans(1931) および C.J.vanHulssen(1941)によって報告された

化学分析をまとめたものである｡4) Table8は Bog()rの し.P.K.H.H.で分析された もので

ある｡15)

これ らによれば,S.paralleloneurum PERK.は Cinnamicacidを約30%, Benzoicacid

を10%内外含有する｡ S.benzoinDRYAND. は Cinnamicacidを全 く含まず,Benzoicacid
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Table7 ChemicalanalysisofbenzoinbyBransandvanHulssen

Productandorigin

SiyraxbenzoinDRYAND.
Raw resin
/y

Almond

Liquidtyp.e
Brownresln
Brownbark
lst.qualityatSingkel
lst.qualityatBarus
Parung
Longkap
Djarir

SiyraxParqlleloneurum PERK.
Bigalmond(matakasar)
ノク

Smallalmond(mataalus)//
Djarir
Matakasar
Mataalus
Djarir

Commercialsamples
Firstquality/y
Goodquality

ク
Export,bestquality
Export,purequality
FortheEastA
FortheEastB
FortheEast,almondadmixed
withdamar

SamplesofU.S.A.
Sumatra.benzoin
Siam_benzoin
lndo･China-benzoin

Ⅰnsolllble
COmpOnent

3
9
0
0
6
5

2
8
4
4
2
8

7
7
3
2
1
2
1
4
0
0
9
8
8

6
00
1
7
7

6
8
1
2
3

2
5

2

5
6
7
0
0
8
9

0
3
1
8
1
2
5

3
7
1
7
4
1
2

1

2

Ash%

9
0
4
2
0
0
0
3
9
7
5

2
0
2
2
7
4
0
5
0
1
7

0

2

0

0

0

1

1

2

0

0

0

1
6
6
7
4
7
3
5

3
3
3
5
7
0
0
0

0
0
1
0
0
0
0
0

0
0
0

6
2
9
00
5

7

6
3
8

5
8
9
0
7

1

2
2
1

1
0
0
1
1

1

DeLandbouwindeIndisheArchipel,Vol.3,p.678.

Moisture
%

2

0

0
8

2

0

0

0

2

2

9

7

4

5

7

8

7

5

3

4

3

4

7

1
1
1
1
2
3
4
8
3
3
6

8

5

7

5

8

0

4

0

2
5

6

7

5

6

0

9

1

1

2

1

3

5

5

3

3
4
5

4
5
5
6
8

cinnamicLBenzoicacid acid

Acountforsoluble
componentmois･
ture %

〓

〓

〓

〓

〓

一

9
9
8
00
7
8
8
2

6
2
6
6
1
9
6
4

1
1
1
9
5
0
8
5

3
3
3
2
2
3
2
2

7
0
5
5
0
8
2
8
4
5
9

8
7
7
7
1
3
5
4
9
9
3

2
8
5
4
2
3
2
7
7
6
4

4
3
3
3
3
3
3
1
2
2
2

0
7
2
0
3
5
9
0

1
5
1
1
6
5
6
4

1
3
9
1
8
1
2
3

1
1

1

1
1
1

Author
B=Brans
H=van
Hulssen

B
B
B
B
B
B
B
B
H
H
H

B
B
B
B
B
H
H
H

B
B
B
Damar
B
8
4
5
1

4
1
4
1

0

2
3
2
1

6

H
H
H
H

H

%

を約30%はど含む｡Hamindjonbulu はCinnamicacidを5%,Benzoicacidを約30%含ん

でいる｡ これに対して,シャム安息香は Cinnamicacidを含まず,Benzoicacidを40%以上

含んでおり,成分的には,S.benzoinDRYAND.に近い｡

また , 混成安息香は Cinnamicacid,および Benzoicacid ともに,15% ぐらいで,S.ben-

2oinDRYAND.からの樹脂と,S.baralleloneurum PERK.からの樹脂が混合されていること

を示している. そして,国内向けの混成安息香のダマール混合率が小さく,国外向けのものの

それが高いのは,筆者の調査と一致する｡
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Table8 Chemical AnalysisofBensoinfrom Sumatra(Basedonweight

ofovendrysample)

Variety

Insoluble
matterin
alcohol
(%)

Ash Moisture
content content
(%) (%)

Acid
numberflCation

number

Saponi･:Este,′ー ▲●

number】

KemenJantOba 1.28

matakasar 2.59

matahalus 3.70

Kemenjanbulu : 12.19

Kemenjanduramai

parang

longkap

djarir

Samplescollected
bytheFo rest
ResearchInstitute

1.19

2.78

23.78

7.27

4.58

4.00

2.28

2.10

7

3

5

7

0

0

0

1

0

0

0

0

9

7

5

0

1

7

0

0

0

3

3

0

5

6

5

2

0

1

0

0

0

2

0

0

0

4

0

2

6

0

9

8

5

5

3

9

Benzoic
acid
content
(%)

96.2 184.1 87.9 30.58 11.48

105.4 181.8 76.4 27.94 12.36

112.2 167.5 59.5 24.48 12.90

92.2 140.3 48.1 5.92 30.29

8

7

3

7

5

7

0

0

8

1

1

2

9

7

3

4

7

3

3

6

6

9

6

3

5

0

3

9

4

4

9

9

8

0

9

1

2

3

8

8

8

7

9

6

8

5

3

2

1

3

3

226.0 118.2 0 27.6

237.9 132.2 0 26.2

212.3 125.5 0 18.59

140.5

163.3

114.3

138.6

149.8

9

4

7

3

3

9

9

4

4

5

4

6

2

3

5

Source:DocumentofLembagaPenelitianKimiaHasilHutan,1970.

む す び

世界市場における安息香の90%以上をしめるのは, スマ トラ安息香である｡ この安息香を

産出している主要な地域が, Tapanuli地方である｡ そこで, 春稿は, このもっとも重要な

Tapnuli地方の安息香をとりあげ,栽培から市場までを述べた｡ しか し,安息香は Tapanuli

地方だけで栽培されているのではない｡すでに述べたごとく,かつては300トン以上の生産量

を誇ったパ レン/ミソの安息香が現在 どうなっているか,検討されなければならない｡現在のパ

レソバンの栽培状況, もし減少しているのならばその 理由などを 明らかにすることが 望まれ

･TJ｡同様のことが,シャム安息香についてもいえる｡

インドで も安息香が生産されているらしい｡このイン′ドの安息香については,ほとんど知ら

れていない｡インドのどの地域で, どのような樹脂を, どのように栽培 しているのか,その生

産量はどれほどあるかなどを明らかにすることは今後の問題である｡

また, 本稿でとりあげた Tapanuli地方の安息香についても, 充分とはいえない｡ 筆者は

Tapanuli地方の全栽培地域を調査 したわけではない｡ 各地区のより精細な調査がなお必要で

あろう｡ さらに, 本稿で, Hamindjonbuluが S.paralleloneurum PERK.と S.benzoin

DRYAND.の種間雑種ではないかとい う仮説を提出した｡ この間題も, 今後に解決をもちこさ

れる｡
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